
第2回
有明海再生に向けた技術提案ワークショップ

～有明海再生のためのあなたの技術を募集します～

平成30年11月17日

佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館）4階視聴覚室・音楽演劇室

主催 特定非営利活動法人有明海再生機構

協力 一般社団法人水底質浄化技術協会

後援 農林水産省九州農政局、国土交通省九州地方整備局

九州地方環境事務所、福岡県、佐賀県、熊本県



有明海再生に向けた技術提案ワークショップ
【開催趣旨】
有明海では、海域環境の悪化やその影響と考えられる水産資源の減少が社会問題化し
てから長い年月が経過しました。地元では、漁場環境の改善や水産資源の回復に大きな
期待が寄せられているものの、まだ必ずしも十分な成果は得られていません。その一方
で、環境省の有明海・八代海等総合調査評価委員会のとりまとめにあるように多くの科
学的知見が得られてきたことや、有明海漁場環境改善連絡協議会における取り組みなど、
再生に向けて着実に前進している面も出てきています。
これからは、この取り組みをさらに前進させ、その動きを加速させることや、より大
きな効果を出すことが求められ、このためには今まで以上に関係者の協調と活動の総合
化が求められます。
そこで、特定非営利活動法人有明海再生機構（以下、有明海再生機構という）では平
成２９年度よりその活動の一環として、有明海再生に繋がる新たな技術シーズの発掘に
向けてあらゆる分野から広く技術シーズを募集して、技術提案ワークショップを開催し
ています。
提案された技術については、再生技術のニーズ、シーズにかかわる関係者間でこの技
術情報の共有化を図るとともに、必要に応じ、再生に向けた実践的、効果的な技術へ発
展できるよう支援していきたいと考えています。

【プログラム】
１． 主催者挨拶・開催趣旨説明

特定非営利活動法人有明海再生機構 理事長 川上義幸
２． 基調報告

有明海特産二枚貝の資源回復に向けた取り組み～アゲマキ・タイラギ～
元佐賀県有明水産振興センター所長 伊藤史郎

３． 平成29年度受賞提案技術発表
・フルボ酸鉄シリカ資材を用いた干潟浄化
福岡大学水循環・生態系再生研究所 教授 渡辺亮一
・底泥間隙水中の硫化物簡易測定による有明海底質環境の評価
特定非営利活動法人日本環境監視協会 理事 山本千裕
・底質中の導電性微生物を活用した電子授受機能の強化による有明海の貧酸
素化抑制手法の開発
山口大学大学院創成科学研究科 教授 今井剛

４． 平成３０年度提案技術プレゼンテーション
５． 閉会の挨拶

特定非営利活動法人有明海再生機構 副理事長 大串浩一郎

※お持ちいただきました飲料水容器、資料などは各自持ち帰りいただきますようお願
いいたします。
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●基調報告 
有明海特産二枚貝の資源回復に向けた取り組み～アゲマキ・タイラギ～ 
元佐賀県有明水産振興センター所長 伊藤史郎 
 
講師略歴 
1980年 長崎大学水産学部卒 
1981年 佐賀県入庁、栽培漁業センター赴任 

栽培漁業センターでは、主に、ウニ、アワビ、ナマコ等の種苗量産技術開発に従事 
1995年「マナマコの人工大量生産技術の開発に関する研究」で長崎大学にて学位授与 

（水産学） 
1996年から９年間、有明水産振興センターで、アゲマキ、タイラギ、ウミタケ、ミドリシャミ

センガイ等の資源生態や人工種苗生産技術開発に従事 その後、玄海水産振興セン
ター所長、水産課長、有明水産振興センター所長を歴任 

2017年佐賀県庁退職 
2017年６月から、公益社団法人玄海栽培漁業協会専務理事 
委員 
2003～2010年 有明海・八代海 評価委員会委員 他  
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●平成29年度受賞提案技術発表 
１．フルボ酸鉄シリカ資材を用いた干潟浄化 
福岡大学水循環・生態系再生研究所 教授 渡辺亮一 
 
演者略歴 
 水循環・生態系再生に関わる研究に従事しており，ボランティアサークル「はかたわん
海援隊」を結成し「水」をテーマに、さまざまな地域環境保護・環境意識啓発に携わる。
水循環に関しては、雨水を生活に活用する設備を備えた自宅「雨水ハウス」で日々実験を
行っており、有明海再生に向けた干潟再生にも取り組んでいる。 

 
２．底泥間隙水中の硫化物簡易測定による有明海底質環境の評価 
特定非営利活動法人日本環境監視協会 理事 山本千裕 
 
演者略歴 
1973年 3月 農林省水産大学校増殖学科卒業 
1975年 3月 広島大学大学院農学研究科修士課程修了 
1975年 4月 福岡県庁入庁 
主に福岡及び有明水産試験場（現水産海洋技術センター）にて赤潮、水質、底質、漁業
資源等の調査研究を担当。 
2010年 3月 県庁退職 
2010年 4月～山本技術士事務所 
NPO法人日本環境監視協会にて、水域の環境改善に関する調査活動。環境計測に関する
指導、助言を行っている。長年携わった水域の環境調査の経験を生かして環境分析の手法
開発に取り組んでいます。 
職務に係る主な資格 
技術士水産部門（水産水域環境）・環境計量士（濃度関係）・電気工事士（第2種） 
連絡先 メールアドレス：wolfram74@jcom.home.ne.jp 

 
３．底質中の導電性微生物を活用した電子授受機能の強化による 
有明海の貧酸素化抑制手法の開発 
山口大学大学院創成科学研究科 教授 今井剛 
 
演者略歴 
1989年 3月 九州大学工学部水工土木学科 卒業 
1991年３月 九州大学大学院工学研究科修士課程水工土木学専攻 修了 
1994年３月 九州大学大学院工学研究科博士後期課程水工土木学専攻 単位取得退学 
1994年４月 山口大学 工学部 助手 
1995年９月 博士（工学）九州大学 
1999年３月 山口大学 工学部 助教授 
2006年４月 山口大学 大学院理工学研究科 助教授（組織再編のため） 
2007年３月 山口大学 大学院理工学研究科 教授 
2016年４月 山口大学 大学院創成科学研究科 教授（組織再編のため） 
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●平成30年度提案技術プレゼンテーション 
 
【提案技術一覧】 
 
１．【海底の掃除機】サブマリンクリーナー（SMC）工法＋キャビテーション技術 
  大石建設株式会社 環境技術部 末永 茂則 
 
２．機能性吸着材 
  日本国土開発株式会社 機能性材料G GL 大野 睦浩 
 
３．スーパーグラブバケット浚渫工法、ワイドグラブバケット浚渫工法 
  東亜建設工業株式会社 エンジニアリング事業部 環境事業室 富田 尚道 
 
４．泥干潟域におけるカキ礁造成 
  特定非営利活動法人日本環境監視協会 理事 山本千裕 
 
５．新型バイオファンによる生態系再生 
  株式会社佐々木工作所 代表取締役 佐々木正志 
 
６．流況制御ブロックによる海域環境の改善 
  九州大学工学研究院 小松利光・矢野真一郎・小橋乃子 
 
７．環境情報プラットホームとしての内湾環境の３Ｄ表現-博多湾の事例- 
  日本環境監視協会理事長 山崎 惟義 
  シエスタクラブ代表取締役 中山 比佐雄 
  シエスタクラブ 小松 勇直 
 
【審査委員（五十音順）】 
  大串浩一郎（佐賀大学教授、有明海再生機構副理事長） 
  大嶋雄治 （九州大学教授、有明海再生機構理事） 
  川上義幸 （元佐賀県副知事、有明海再生機構理事長） 
  小松利光 （九州大学名誉教授、有明海再生機構副理事長） 
  田井明  （九州大学准教授） 
  夛田彰秀 （長崎大学教授、有明海再生機構理事） 
  速水祐一 （佐賀大学准教授、有明海再生機構理事） 
  松永博信 （九州大学教授） 
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Table 3 Insolubilzing Test Result for Soil Contaminated by Arsenic 

Name Arsenic 

Stndard Elution Amount 0.01 

Unit mg/L 

Contaminated Soil 0.37 

NLDH - 7% 0.035 

HBNLDH - 7% 0.004 

Mg based - 7% 0.016 

����	����
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Name Cadmium Lead Arsenic 

Standard 

Elution 

Amount 

0.01 0.01 0.01 

unit Ppm   

Contaminated 

Water 
0.0814 0.0126 3.6392 

NLDH-1% 0.0016 0.0015 0.0036 

HBNLDH-1% 0.0012 Less than Standard Value 

�

Table 4 Adsorption Test Result for Combined 
Contaminated Ground Water by Heavy Metal

����
�����	�
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技術提案様式 受付番号 

氏名（団体名） 

東亜建設工業株式会社 

住所 

〒163-1031 東京都新宿区西新宿 3-7-1 

新宿パークタワー31 階 

連絡先 土木事業本部エンジニアリング事業部環境事業室 富田 

電話：03-6757-3861 mail: n_tomita@toa-const.co.jp 
技術名 

スーパーグラブバケット浚渫工法、ワイドグラブバケット浚渫工法

目的（背景） 

 有明海の多様な生物の生息環境の確保を図るためには、生物生息場の基盤となる底質の保全・再生

が必要になります。生物の生息・再生産の場となる底質の改善策の一つとして泥土の浚渫があげられ

ます。 

 本技術は、濁りの発生を抑制し、余掘土量と余水量を低減する浚渫工法であり、有明海再生対策の

底質改善に活用できると考えます。 

技術提案の概要 

１．スーパーグラブバケット浚渫工法 

 従来の浚渫工法では、濁りの発生や、余水などの処理費用の増大といった環境・費用両面の問題が

ありました。「スーパーグラブバケット浚渫工法」は、これらの問題を解決して、濁りの発生を抑制

し、余掘土量と余水量を低減する特徴を持つ「環境対応型高精度浚渫工法」です。 

【特徴】 

①高い密閉機構の採用により、浚渫時の「濁りの発生と拡散」を抑制します。

②薄層浚渫支援システムやバケット容量の調節により、「余掘土量」と「余水量」を低減することが

でき、「浚渫から処分まで」のトータルコストを縮減します。

③広くて深い場所に適した「ワイヤー型」と狭くて浅い場所に適した「バックホウ型」の２つのタ

イプにより、どのような水域にも対応できます。

２．ワイドグラブバケット浚渫工法 

 「ワイドグラブバケット浚渫工法」は、スーパーグラブバケット浚渫工法の環境対応機能に加え、

グラブバケットひとつかみ当たりの面積を大きくすることで浚渫効率を高め、高精度の仕上げ掘りを

実現した浚渫工法です。 

スーパーグラブバケット(ワイヤー型)6m3 スーパーグラブバケット(バックホウ型)1.3m3

０３
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【特徴】 

①幅広バケットの機能を活かし、浚渫地盤を広く切り取ることができます。（最大開口面積 37.25m²） 

②1 サイクル当たりの浚渫土量が多く、効率的な施工ができます。

③底泥取り込み時に水抜き開閉扉から底泥と水の置き換えをスムーズに行うことができるため、濁

りの発生を最小限に抑えることができます。

④浚渫土厚に応じて、容量調整板を 2段階に調整（土厚 60cm、40cm）できるため、余分な水の取り

込みを最小限に抑えることができます。

⑤専用の浚渫船を必要とせず、一般的な 23m³級グラブ浚渫船に装着が可能です。

■Beluga-AR（拡張現実を用いた水中可視化システム）

Beluga-AR は、拡張現実の技術を応用し、「３Ｄソナーの映像」と「３次元設計図面」を重ね合わ

せることにより、水中部の計測結果をリアルタイムに３次元表示できるシステムです。 

 浚渫工事において、自動ノイズ除去機

能を使用することにより、浚渫後の海底

形状を３Ｄ映像でリアルタイムに確認す

ることができます。 

 また、事前測量の３Ｄデータや完成形

状の３Ｄデータを背景表示して、浚渫時

のリアルタイムな海底形状と比較するこ

とにより、浚渫作業中に進捗を把握でき

るため、作業効率や施工精度の向上が期

待できます。 

期待できる成果、特徴 

・泥土の浚渫による底質改善により、生物の生息

場が保全・再生されます。

・浚渫時に濁りの発生を抑えることができ、周辺

環境への影響が少なくできます。

・余堀土量と余水量を低減することにより、底泥

の処分量を低減できます。

特許等 

特許第 5340749 号「浚渫方法」 

ワイドグラブバケット 25m3

浚渫後の形状を３D 映像でリアルタイムに確認可能 
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技術提案様式 受付番号 

氏名（団体名） 

山本千裕（NPO 法人日本環境監視協会） 

住所 宗像市自由ヶ丘 7丁目 4-16 

〒811-4163 

連絡先 

電話 090-6778-6812 mail:wolfram74@jcom.home.ne.jp 

技術名 

泥干潟域におけるカキ礁造成 

目的（背景） 

カキ礁とは干潟域に形成される大規模なカキの群落で、有明海ではマガキ、シカメガキ、スミノエ

ガキなどで構成される。カキ礁の機能については様々な研究がなされており、水質浄化、有害プラン

クトンの除去、生物の棲み処の提供、魚礁効果、魚介類への餌の提供などがあげられ水産業にとって

も有用な生物群落とされる。有明海では古くから広大なカキ礁が存在していたが、ノリ養殖が盛んに

なるとノリ養殖の邪魔になるという理由で昭和 40 年代に大規模なカキ礁の除去工事が実施された。 

その後も埋め立てやナルトビエイによる食害などによってカキ礁は減少を続け現在は最盛期の約

3割にまで減少したといわれている。カキ礁が消滅した多くの干潟はカキが定着し難い泥干潟となっ

ているため自然発生的にはカキ礁は復活しづらくなってる。 

本提案は、有明海の生物生産向上のためカキ礁を復活させることを目的とした提案である。 

技術提案の概要 

１．泥干潟でカキ礁を作る手段として、針金などの細い形状をした付着基質を干潟に垂直に植えて

カキの幼生を付着させる。

２．そのままカキを成長させるとやがてカキの重さで付着基質は倒れるが泥干潟であっても付着

基質が支えとなって干潟上で成長を続けることができる。 

３．その後、最初のカキが付着基質となり新しいカキが成長しカキ礁となる。 

 本提案は平成 15 年にナルトビエイのアサリ食害防止対策のため泥干潟に多数の園芸用の鉄線が植

えられた区域において、鉄線にカキが付着して 6 年後の平成 21 年には一部でカキ礁を形成し始めて

いることが観察されたことからヒントを得たものである。 

期待できる成果、特徴 

カキ礁の復活による生物生産に対する好影響。

特許等 

０
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環境情報プラットホームとしての内湾環境の３Ｄ表現 -博多湾の事例- 
特定非営利活動法人 日本環境監視協会 山崎 惟義 
株式会社 シエスタクラブ      中山 比佐雄 
株式会社 シエスタクラブ       小松 勇直 

１．目的  

 平成 28 年 3 月に底層溶存酸素量(以後低層 DO と言う)が生活環境項目環境基準に追加された．低層 DO は浚

渫窪地の貧酸素水塊に代表されるように局所性が強くまた日時変動も大きい項目である。したがって、閉鎖性

海域での、例えば環境基準の設定などにおいて、この項目を適切に測定あるいは評価しようとした場合、海底

地形を正確に把握しておく必要がある．しかし、海図などから海底地形を得ようとした場合、浚渫窪地などは

正確に表示されていないことが多い．また、海底地形の通常の二次元表示では必ずしも問題点は把握しやすい

とはいえない． 

 また、環境情報に関係する主体は多く、例えば博多湾の水環境の議論においても市民、漁業関係者、行政、

専門家など多方面の参加者にとって分りやすい環境情報の開示は難しいのが現状である。 

 そこで本発表では、博多湾をフィールドとして、まず湾の海底地形（ここでは「湾盆地形」と呼ぶ）をでき

るだけ正確に把握し、理解しやすいような三次元表示を提案する．次にこの湾盆地形をベースに諸環境情報を

地理情報システムを用いて三次元的に表示し、漁業情報、リクレーション情報、観光情報などをオーバーレイ

することによって、環境情報のプラットホームとすることを目的とする． 

２．博多湾における湾盆形状と水質データの三次元化 

 先に述べた博多湾における水環境の三次元プラットホームの基本となる湾盆地形を得るため、まず、海図よ

り博多湾各地点の水深を入力し ArcGIS ソフトにより 20m メッシュデータになるように水深データを内挿外挿

した。この際窪地などの水深のデータ別途入手した． 

 次に、図 1に示した地点にて HYDROLAB 社製

多項目水質計 DS5 を用いて溶存酸素濃度など

を測定した。実際の測定に当たっては、小潮

の干潮時を狙い２艘の船舶を用いて 4 月から

11 月までほぼ月１回の測定を行った。 

 水質の三次元データを得るため、湾盆地形

から水深 1m ごとの層に博多湾をスライスし、

各測定地点で得られた水質の鉛直分布から上

記の各層に測定地点ごとに水質データを落と

し込み、20m メッシュデータになるように内

挿外挿した。これによって博多湾 1mごとの各

層の水質の二次元分布を得た。 

 上記の各層ごとの水質データをオーバーレ

イすることにより博多湾水質の三次元分布を

得た。 さらに、20m メッシュごとのデータ

の内、最深部のデータのみを用いて博多湾低層の酸素濃度の平面分布を得た。この水質の平面分布データを先 

 

 

 

 

 

図 1 博多湾水質測定地点 

53



の 20m メッシュ湾盆形状データ上に貼り付けることによっ

て、博多湾低層の水質分布を三次元化した。 

３．結果 

 ３．１ 博多湾湾盆形状 

 図 2に博多湾湾盆の三次元形状を示した。 

 ３．２ 博多湾低層水質の三次元分布 

 図 3に博多湾低層の酸素濃度の三次元分布を示した。 

 この図から分るように博多湾の低層 DO 分布を把握 

できた。 

 

４．結論  

 結果から分るように、博多湾湾盆形状と低層 DO 濃度を三次元的に示すことができた。しかし紙上では二次

元表示のみが可能なので、その真価を伝えることはできていない。発表では GIS のビュワーソフトを用いてこ

の結果を適切な三次元表示で示す。また、このビュワーソフトにより博多湾環境を議論するためのプラットホ

ームとしての有用性も明らかにする。 

4月 20日 5月 18日 

図 3博多湾低層の DO分布 

6月 15日 
7月 30日 

8月 16日 
10月 13日 

図 2博多湾湾盆形状 
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環境情報プラットホームとしての
内湾環境の３Ｄ表現
-博多湾の事例-

NPO法人 日本環境監視協会 山崎 惟義
株式会社 シエスタクラブ 中山比佐雄
株式会社 シエスタクラブ 小松勇直

博多湾環境についての漁業者との情報交換会

１

����

漁業者との情報交換会
海域や地点がお互
いに理解できず、
なかなかか議論が
み合わない

理解を深める4！
プラットホームが
必要

２

目的と方法
目的
•環境情報のプラットホームの提供
手法
•博多湾湾盆の3D表示
•博多湾湾盆への環境情報のオーバーレイ

３

今回提示する環境データ
•博多湾湾盆形状
•博多湾における水質調査地点
•博多湾低層のDO分布

４

今後の展開
•博多湾NEXT会議(福岡市港湾局、環境局、漁師、学識経験者な
どで構成)におけるアマモ育成適地の選定
•湾盆形状と環境指標との関係把握
•低層溶存酸素環境基準設定のための支援

•ご意見やアドバイスを頂けると幸いです

５
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実際の3D博多湾環境情報の紹介

それでは
現在作成している博多湾環境情報の

3D表示をご覧ください

６

博多湾水質調査地点

７

博多湾湾盆形状

８

4月20日 5月18日

図3博多湾低層のDO分布

6月15日
7月30日

8月16日 10月13日

9
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